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情報管理における低エネルギーと高エントロピーの
概念フレームワーク




















































































































































































































































Hr および情報処理エネルギー Er は、それぞれ
各ノードの接続するパスの数に依存するものと
して取り扱うことにする。すなわち、パスの数
を X としたときに、E=a（X）b で表すことにす





にする。この情報ネットワーク S1 の H1 および
E1 はそれぞれ次式⑴、⑵のように表すことが
できる。
　　H1 ＝ logN ⑴
　　E1 ＝ Eh ＋ N・El ＝ aN





なお、各オフコン i に接続している端末数を Ni





　　H2 ＝ logM ＋Σ logNi ⑶
　　　　　　　　　i
　　E2 ＝ Eh ＋Σ Ei ＋ N・El
　　　　　　　i
　　　　＝ aM b ＋ aΣ（Ni ＋ l）b ＋ aN ⑷
　　　　　　　　　i







る。なお、サーバー j に接続している PC 数を
nj とすると、H3 および E3 はそれぞれ次式⑹、
⑺のように表すことができる。
　　H3 ＝ logm ＋Σ lognj ⑹
　　　　　　　　　j
　　E3 ＝ Eh ＋Σ Ej ＋ n・Ek 
　　　　　　　j




　　n ＝Σ nj ⑻
　　　　　j
④　完全分散型ネットワーク S4
　情報処理の主体が PC のみであり、PC がそ
れぞれ情報処理を行い自律的に結合するような
情報ネットワークを「完全分散型ネットワーク」




　　H4 ＝ log　　　　 ⑼
　　　　　　　　
2












　　φ＝ΣWr Hr －ΣWr log Wr





























学 会 全 国 研 究 発 表 大 会 講 演 論 文 集，
pp.196-197（2008）
［３］山下洋史，村山賢哉：“多様性エントロピ
ーと多様性吸収エネルギー”，第 45 回日
本経営システム学会全国研究発表大会講
演論文集，pp.206-209（2010）
［４］山下洋史：“企業活動における低エントロ
ピーと高エネルギーの調和モデル”，明
大商学論叢，Vol.91，No.3（2010）
［５］臧巍，山下洋史，鄭年皓：“マスカスタマ
イゼーションと SCM”，工業経営研究学
会第23回全国大会予稿集，pp.29-32（2008）
［６］山下洋史，臧巍，鄭年皓：“高－低エント
ロピーの調和問題としてのマスカスタマ
イゼーション”，日本経営システム学会 
第 43 回全国研究発表大会講演論文集，
pp.96-99（2009）
［７］山下洋史，村田潔編著：スマート・シン
クロナイゼーション，同文舘出版（2006）
［８］深尾毅：分散システム論，昭晃堂（1987）
［９］金子勝一，鄭年皓，山下洋史：“情報ネッ
トワークにおける「低エネルギーと高エ
ントロピーの概念フレームワーク」”，日
本経営システム学会第 44 回全国研究発
表大会講演論文集，pp.24-27（2010）
